
５人の多彩な経験と徹底した
市民目線を持って、

市議会の変革と創造に努めました。
その一端をご報告致します。新 政 あ つぎ

無所属プロフェッショナル集団
厚木市議会会派
意見広告

電
力
会
社
と
連
携
協
定
を
結
ん
で

災
害
時
に
早
期
復
旧
を
！

髙
橋
と
も
み

ギ
ー
源
を
持
つ
こ
と
が
肝
要

で
す
。
こ
れ
に
は
既
に
一
部

小
中
学
校
に
設
置
し
た
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
＋
蓄
電
シ
ス
テ

ム
も
そ
う
で
す
が
、
移
動
可

能
な
大
容
量
蓄
電
池
と
も
言

え
る
電
気
自
動
車
の
活
用
が

有
効
で
あ
り
、
災
害
時
の
活

用
体
制
構
築
の
一
層
の
促
進

が
今
必
要
と
考
え
ま
す
。
引

き
続
き
こ
う
し
た
提
案
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

様
の
協
定
を
、
厚
木
市
と
電

力
会
社
で
結
ぶ
こ
と
と
、
市

か
ら
神
奈
川
県
へ
具
申
す
る

提
案
に
つ
い
て
、
一
般
質
問

で
、
打
診
中
と
の
進
捗
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
早
期
の
締
結

を
期
待
し
ま
す
。

避
難
所
等
で
の
電
力
確
保

市
で
は
５
０
０
台
以
上
の

非
常
用
発
電
機
を
備
蓄
し
備

え
て
い
ま
す
が
、
東
日
本
大

震
災
で
は
厚
木
で
も
ガ
ソ
リ

ン
の
入
手
が
困
難
に
な
り
ま

し
た
。
災
害
時
の
電
力
確
保

に
お
い
て
、
ガ
ソ
リ
ン
だ
け

で
は
な
く
複
数
の
エ
ネ
ル

市
内
で
も
先
日
の
台
風
で

多
く
の
倒
木
が
あ
り
ま
し
た

が
、
電
線
等
に
か
か
っ
た
樹

木
の
伐
採
・
除
去
は
、
電
力

会
社
で
し
か
出
来
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
協
定
に
よ
り
、
電
力

会
社
の
復
旧
要
員
が
派
遣
困

難
な
場
合
、
電
力
会
社
が
安

全
確
認
を
行
っ
た
上
、
自
治

体
に
よ
る
作
業
を
可
能
と
し

て
、
道
路
等
含
め
復
旧
の
早

期
化
を
図
る
も
の
で
す
。
同

電
線
等
は
至
る
所
に
あ
り

ま
す
。
昨
年
の
台
風
被
害
に

よ
る
長
期
停
電
を
受
け
、
和

歌
山
県
と
関
西
電
力
は
「
災

害
時
に
お
け
る
停
電
復
旧
作

業
等
の
連
携
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

台風による倒木

広場を中心に配置された施設

紫波町のまちづくりから学ぶ

▽本市の持続可能なまちづくりに繋げてまいります。

―オガール紫波 視察報告―

岩手県紫波町は盛岡駅
から鉄道で20分の距離にある人口約3万人の町です。
駅前の広大な町有地（10.7ha）の利活用が、町の財政
面から長年の課題でしたが、官主導でありながら官製で
はない、日本型PPP（公民連携）の手法を用いて、人が集
う広場を中心に、町役場、図書館などの公共施設と、保
育園、飲食店、商店などの民間施設から構成されるまち
づくりを実現しました。
－ポイント－
①施設建設では、建物ありきではなく、テナント誘致を先
行し、需要・収益から逆算して建物の規模や建築コストを
定めるなど、民間の厳しい経営感覚を活かしています。
②建築は地元企業が施工。完成した施設は、町にとって
テナント収入など“稼ぐ施設”です。また産地直売所と扱う
地産品は、既に町民の生活に不可欠なものとなっていま
す。建設から運営、その後まで、経済が地域内で循環する
仕組みを構築しています。
③駅前の好立地を活かし、図書館、県のサッカー場、バ
レーボール専用体育館、合宿
も可能なホテルなど、町外から
の来訪者を積極的に取込む
ことで、人口約3万人の町の
“枠”に留まらないまちづくりを
行っています。 オガール図書館にて

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
気
楽
に
参
加
で
き
る

も
っ
と
愛
さ
れ
る
あ
つ
ぎ
マ
ラ
ソ
ン
に

髙
村
し
ん
わ

対
策
の
強
化
等
を
訴
え
ま
し

た
。
街
路
樹
管
理
は
、
①
巨

木
化
に
よ
る
根
上
り
で
隆
起

し
た
舗
道
の
早
期
補
修
、
②

巨
大
台
風
に
よ
る
倒
木
に
備

え
た
対
処
（
剪
定
・
更
新

等
）
を
要
請
し
ま
し
た
。

「
心
豊
か
で
活
気
溢
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
「
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

企
業
・
旅
館
・
商
店
等
と
連

携
し
て
盛
り
上
げ
る
こ
と

で
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
、
支
持
・
愛
さ
れ
る
大

会
の
実
現
を
提
案
し
ま
し

た
。
市
か
ら
は
実
現
に
向
け

て
関
係
機
関
と
協
議
・
検
討

す
る
旨
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
は
、
①
台

風
15
号
で
破
損
し
た
獣
害
防

護
電
気
柵
（
総
延
長
25
㎞
の

中
で
50
箇
所)

の
早
期
修
繕

②
関
東
近
県
で
発
生
し
た
豚

コ
レ
ラ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
準

備
と
野
生
猪
の
侵
入
防
止
策

③
10
月
に
住
宅
地
に
出
没
し

た
熊
に
対
す
る
今
後
の
安
全

０
人(

定
員
２
千
人)

、
厚
木

市
民
は
約
４
０
０
人(

28
％)

で
し
た
。
あ
つ
ぎ
マ
ラ
ソ
ン

は
、
制
限
時
間
が
厳
し
い
、

秋
の
開
催
で
暑
い
、
坂
道
が

多
い
な
ど
の
理
由
で
特
に
高

齢
者
と
女
性
が
参
加
し
に
く

い
大
会
で
す
。
①
台
風
と
暑

い
時
期
を
避
け
て
冬
場
に
開

催
す
る
こ
と
②
制
限
時
間
を

緩
和
す
る
こ
と
③
本
市
の
魅

力
を
発
信
す
る
た
め
、
地
元

「
２
０
１
９
あ
つ
ぎ
マ
ラ

ソ
ン
」
は
、
荻
野
運
動
公
園

開
園
30
周
年
記
念
大
会
と
し

て
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
近
年
は
参
加
者
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
10
㎞
と

ハ
ー
フ
の
合
計
で
約
１
４
０

あつぎマラソンの様子

災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

石
井
よ
し
た
か

川
水
系
河
川
環
境
管
理
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
て
か
ら
現

在
ま
で
、
一
切
の
変
更
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
川
の

す
ぐ
そ
ば
に
多
く
の
住
宅
が

立
地
し
て
い
る
現
状
の
中
、

樹
林
化
が
進
み
利
活
用
が
で

き
な
い
地
域
も
存
在
し
ま

す
。
安
心
・
安
全
の
観
点
か

ら
利
活
用
で
き
る
広
場
を
整

備
で
き
な
い
か
質
問
し
ま
し

た
が
、
市
の
管
轄
外
で
あ
る

た
め
国
県
と
調
整
し
、
検
討

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
以
上
に
つ
い
て
実

現
で
き
る
よ
う
取
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
き
か
っ
た
と
の
お
話
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
直
面
し
て
い
る

移
動
困
難
な
方
の
現
状
の
把

握
と
解
消
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て
、
質
問
を
行
い
ま
し

た
。市

と
し
て
は
地
域
包
括
ケ

ア
社
会
の
実
現
に
向
け
、
森

の
里
地
区
で
の
取
組
み
や
、

荻
野
地
区
で
の
実
証
実
験
を

検
証
し
、
地
域
に
応
じ
た
移

動
困
難
者
対
策
支
援
を
積
極

的
に
進
め
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
相
模
川
・
中
津
川

で
は
昭
和
63
年
３
月
に
相
模

あ
っ
た
た
め
、
今
後
に
向
け

た
多
く
の
課
題
が
出
ま
し

た
。日

常
生
活
の
上
に
お
い
て

も
、
買
い
物
や
、
通
院
、
通

学
、
通
勤
な
ど
様
々
な
面
で

大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

地
域
の
方
々
、
特
に
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
、
障

が
い
の
あ
る
方
た
ち
は
、
避

難
移
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
戸
惑
い
と
不
安
が

今
回
の
台
風
19
号
で
は
、

風
水
害
に
よ
る
危
険
が
予
測

さ
れ
、
市
民
に
対
し
避
難
指

示
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
指

定
避
難
会
場
等
へ
多
く
の
市

民
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で

学
校
の
集
金
等

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
向
け
て

あ
ら
い
啓
司

振
込
み
の
課
題
は
、
新
規

口
座
の
開
設
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
る
こ
と
や
引
落
し

日
ま
で
の
入
金
、
手
数
料
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と

な
ど
の
保
護
者
負
担
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で

は
、
事
務
担
当
や
集
金
担
当

の
事
務
手
続
き
上
の
負
担
が

増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

学
校
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
向
け
て
は
、
今
後
も
学

校
と
保
護
者
が
十
分
話
し
合

い
、
集
金
業
務
の
在
り
方
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
、
年
数
回
の
教
材

費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
の
集

金
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
市

内
公
立
小
中
学
校
36
校
中
、

中
学
校
３
校
が
、
諸
集
金
を

原
則
、
現
金
か
ら
振
込
み
に

切
り
替
え
て
い
ま
す
。
振
込

み
に
よ
り
、
現
金
の
授
受
が

な
く
な
り
、
金
銭
の
紛
失
や

間
違
い
、
過
不
足
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
減
少
し
た
こ
と
、

ま
た
、
教
員
や
保
護
者
が

行
っ
て
い
た
集
金
・
集
計
作

業
に
よ
る
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
や
、
会
計
業
務
の
透

明
性
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員

会
か
ら
は
、
導
入
の
準
備
が

整
い
次
第
、
保
護
者
の
口
座

に
直
接
振
り
込
む
シ
ス
テ
ム

に
変
更
し
て
い
く
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
該
当
す
る
保
護
者
の
皆

様
が
、
時
間
を
割
い
て
学
校

に
出
向
き
現
金
を
受
領
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
で
は
現
金
管
理
の

負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
学
校
管
理

下
で
け
が
や
事
故
に
遭
い
、

発
生
し
た
医
療
費
に
対
し
、

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
災

害
共
済
給
付
金
が
厚
木
市
・

学
校
経
由
で
保
護
者
に
支
給

親
と
し
て
、
家
族
の
た
め
に

も
ち
づ
き
ま
み

可
能
施
設
の
事
前
周
知
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
今
後
、
同

行
避
難
訓
練
の
実
施
を
要
請

し
、
環
境
フ
ェ
ア
や
総
合
防

災
訓
練
で
の
実
施
に
向
け
、

厚
木
愛
甲
獣
医
師
会
の
皆
様

と
協
議
し
て
進
め
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
飼
い
主
の
方
は

平
時
で
の
し
つ
け
や
災
害
時

の
ペ
ッ
ト
用
備
蓄
を
準
備
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

師
の
記
入
が
も
ら
え
ま
す
。

そ
れ
が
「
登
校
届
け
」
と
な

り
ま
す
。
今
回
12
月
の
一
般

質
問
で
は
、
遅
刻
や
欠
席
の

連
絡
を
メ
ー
ル
で
行
え
る
よ

う
検
討
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
経
過
や
結
果
に
つ
い
て

は
ま
た
報
告
し
ま
す
。
今
後

も
子
ど
も
、
親
、
先
生
、
そ

れ
ぞ
れ
が
過
ご
し
や
す
く
な

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
は
ペ
ッ
ト
と
避
難
を

台
風
19
号
で
は
同
行
避
難

の
課
題
を
露
呈
し
ま
し
た
。

各
地
域
で
施
設
確
保
を
進
め

て
い
く
事
、
ま
た
同
行
避
難

け
、
去
年
６
月
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
治
癒
証
明
書
の
廃
止

を
訴
え
ま
し
た
。
本
市
で
は

「
治
癒
証
明
書
」
の
提
出
が

当
た
り
前
で
あ
り
、
登
校
可

能
時
に
わ
ざ
わ
ざ
医
師
の
所

へ
行
き
、
証
明
書
の
記
入
を

お
願
い
す
る
状
態
で
し
た
。

親
や
学
校
の
負
担
軽
減
の
願

い
が
叶
い
、
今
年
か
ら
「
登

校
届
け
」
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
発
症
時
の
診
察
で
医

子
育
て
中
だ
か
ら
気
付
く
事

学
校
保
健
安
全
法
施
行
規

則
の
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
出
席
停
止
期
間

の
基
準
が
発
症
し
た
日
か
ら

６
日
間
と
な
っ
た
事
を
受

しつけ教室での同行避難訓練の様子


